
 

「証券外務員等資格試験規則」の一部改正について 

 

                      日証協・平 16．3．17             

 

 本協会では、３月１７日の理事会において、「証券外務員等資格試験規則」の一部を改正

した。 

 今般の改正は、「証券外務員資格試験の一般開放に関するワーキング」の検討結果を踏

まえ、協会員の人材確保の円滑化を図るとともに、外務員資格に対する一般の関心を高め

ることを目的として、外務員資格試験の受験を一般に開放することについて、所要の整備

を行うものである。 

 なお、本規則改正は、システム対応等所要の準備を行った上、証券外務員等資格試験委

員会が定める日から施行することとし、その趣旨・骨子及び改正部分の新旧対照表等は、

それぞれ以下のとおりである。 



「証券外務員等資格試験規則」の一部改正について 

 

 

平成１６年３月１７日 
日 本 証 券 業 協 会 

 

１．改正の趣旨 

協会員の人材確保の円滑化を図るとともに、外務員資格に対する一般の関心を高め

ることを目的として、証券外務員資格試験のうち二種外務員資格試験を一般に開放す

ることとする。 

 

２．改正の骨子 

 (1) 証券外務員等資格試験委員会（以下「委員会」という。）は、二種外務員資格試

験について、証券外務員等資格試験規則第 13 条第１項第３号イからトに掲げる者

以外の者に試験を受けさせることができる。 

(2) 上記(1)の試験の執行に関し必要な事項は、委員会が定めるものとする。 

 

３．施行の時期 

委員会が定める日から施行する。 

 

以  上 



 

 

「証券外務員等資格試験規則」の一部改正について 

 

平 成 １ ６ 年 ３ 月 １ ７ 日 

（ 下 線 部 分 変 更 ） 

新 旧 

 

第４章 その他 

 

第 23 条 委員会は、第 12 条第３号に規定する

二種外務員資格試験については、第 13 条第１

項第３号イからトに掲げる者以外の者に試験

を受けさせることができる。 

２ 前項の規定に基づき試験を受けさせる場合

に関し必要な事項は、委員会がこれを定める。 

 

付  則 

 

 この改正は、平成 年 月 日（委員会が定め

る日）から施行する。 

 

 

 

 

 

（新設） 

 

 

 

 

 



規則改正案に対するパブリック・コメント及び本協会の考え方について 

（「証券外務員等資格試験規則」の一部改正について） 

 

平成１６年３月１７日 

日 本 証 券 業 協 会 

 

 本協会では、「証券外務員等資格試験規則」の一部改正について本年２月１６日から３

月１日までの間、パブリック・コメントの募集を行いました。 

 この間に寄せられたコメントは４通であり、コメントの概要及びそれに対する本協会の

考え方は次のとおりです。 

 

１．一般開放する試験範囲の拡大について 

・協会員の人材確保の円滑化を図る観点から、二種外務員資格試験に加え、一種外務

員資格試験や営業責任者資格試験及び内部管理責任者資格試験についても開放して

はどうか。 

  協会員関係者以外の方に受験を認める今回の改正では、まず、基本的な資格である二

種外務員資格試験について一般開放を行い、その上位資格試験の一般開放については、

一般開放した二種外務員資格試験の受験状況等を踏まえ、改めて検討することとしたい

と考えます。 

  なお、協会員において営業責任者又は内部管理責任者となるために要する責任者資格

試験については、その資格の性格上、今後とも協会員の役員や従業員のうち一定の方に

受験資格を制限することが適当であると考えます。 

 

２．受験会場のキャパシティー 

・一般開放により受験者が殺到する事態になった場合、現に協会員に所属している受

験者の座席が確保できない等の支障が出ないよう配慮願いたい。 

  受験会場の座席数については、受験者の実績や見込みに応じ、適宜見直しを行ってお

ります。協会員の関係者の方の受験に支障が生じないよう運営して参りたいと考えてお

ります。 

 

３．早期の一般開放実現を希望する意見 

・派遣会社の派遣労働者として、証券会社や金融機関における勤務を希望しているが、

早期の一般開放をお願いしたい。 

  今後、システム変更等所要の準備を行った上で、半年以内には実施に移したいと考え

ております。 

以   上 


